
 

しまね探究フェア 2021 に参加しました 
 

令和４年２月４日（金）に、しまね探究フェスタが開催され、本校から２チームが参加して発表しま

した。本年度は、各高校から６２チームがオンラインで参加し、探究学習の様子を共有しました。この

フェアは探究学習の質を高めるためのあり方を、学校及び地域と共に考える機会となっています。発表

後は、ファシリテーターやサポーターの方からアドバイスをいただきました。 

参加した生徒は、本校での３年間の探究学習で成長した姿を見せてくれました。 

 

＜発表の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ－２班 旧ＪＲ三江線～地域課題を考える 

 

 

 

 

Ｂ－６班 地元企業と協働して製造機の課題に取り組む 

課題設定の概要 目標は、私たちの高校がある島根県江津市の桜江地域の人々のつながりを深

くし、地域の良さを地域外へ発信し、活気づけることです。私達の学校はＪＲを利用して通学

する生徒が多く、全体の６０％を占めています。しかしながら、通学に利用する二線のうち、

２０１８年に江津市江津駅から広島県三次市三次駅までを結んでいた三江線が全線廃線となっ

てしまいました。この旧ＪＲ三江線から地域課題を考えることをテーマに設定しました、そし

て、何か、地域の役に立てないか考えてきました。 

課題設定の概要 目標は、私たちの学校の近隣にある企業が製作する瓶詰め機の抱える課題を

解決し、地域に貢献することです。近隣の企業から瓶詰め機の抱える課題に対して、私たちの力

を借りたいと依頼があり、工業高校で学んだことを活かして地域に貢献できると思いこのテー

マに取り組むことにしました。 


